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調査の目的

【課題】

中高生の発信語彙（スピーキング、ライティングで使える単語）を増強し
たい

【前提】

英語学習においてインプット（リーディング、リスニング）の重要性は広
く認識されており、発信語彙の習得もそれを通して行われると考えられる

【何を見るか】

➢中高生のインプット（教科書）において、英単語の習得が十分におきるだ
けの出現があるか

➢中高生のアウトプット（ライティング）において、どのような英単語が使
われているか
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調査の方法

• 中高の検定教科書における英単語の種類・頻度をコーパスから

分析する

→低頻度の語の割合はどの程度か

• 中高生の英語ライティングにおける英単語の種類・頻度をコー

パスから分析する

→中高生はどのような単語を使っているか
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教科書のデータ

【中学校】

• 2025年使用開始の検定教科書6種類×3学年

• 各レッスンの本文のデータ（数字・固有名詞を除く34,462語）

【高校】

• 2016年使用開始の英語コミュニケーション6種類×3学年

• 各レッスンの本文データ（数字・固有名詞を除く90,192語）
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ライティングのデータ

【中学校】

• 2025年7月～12月、トピックは教員が指示

• A中学校3年生（数字・固有名詞を除く26,722語：75人平均1.9回提出）

【高校】

• 2025年10月～12月、トピックは教員が指示

• B高校1年生（同96,623語：316人平均3.3回提出）

• B高校2年生（同143,539語：375人平均3.8回提出）

→スペルミスは除外
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中学教科書の分析結果：語彙サイズ

【シリーズ累積】A社: 979, B社: 920, C社:779, D社: 1044, E社: 1019, F社: 1057
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中学教科書における頻度1の単語の割合

8※A~Fはシリーズ名（出版社）を表す



中学教科書における頻度1の単語のCEFRレベル

9※A~Fはシリーズ名（出版社）を表す

頻度1のA1の単語の例 (Aより）：add, ask, between, bird, clean, culture

A1 A2 B1 B2 #N/A 語数

A 30% 29% 21% 6% 15% 452

B 37% 27% 19% 6% 11% 422

C 45% 28% 15% 3% 10% 368

D 37% 26% 18% 5% 15% 483

E 34% 29% 19% 6% 12% 465

F 33% 28% 16% 7% 15% 477

平均 36% 28% 18% 5% 13% 2667



中学教科書における低頻度単語の割合

10※A~Fはシリーズ名（出版社）を表す



高校教科書の分析結果：語彙サイズ

【シリーズ累積】A社:1149, B社: 2422, C社: 2333, D社: 2042, E社: 1808, F社: 1747
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高校教科書における頻度1の単語の割合

12※A~Fはシリーズ名（出版社）を表す



高校教科書における低頻度単語の割合

13※A~Fはシリーズ名（出版社）を表す



ライティングの学年別の語彙サイズ

14
※それぞれの学年全体のコーパスで算出



ライティングの頻度1の単語の割合
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※それぞれの学年全体のコーパスで算出



ライティングで高頻度の教科書低頻度語
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【抽出条件】中学教科書（６社合算）で頻度3以下、中学生ライ
ティングで頻度10以上、CEFR-J WordlistでAレベルの単語

cafe (A1), deep (A2), grandfather (A1), 

hobby (A1), math (A1), round (A2), 

skill (A1), smile (A1), society (A2), subject (A1)



まとめ

• 中学・高校ともに頻度1の単語の割合は50％程度
→半数以上がAレベル（A1、A2）の単語

• 中学・高校ともに頻度3以下の単語は70％以上
→発信語彙の習得のために十分な頻度がないと考えられる（cf. Morita et al., 2025)

→Sato (2025)では高校英語教科書によるばらつきが大きく、新出単語の頻度が学習
のために十分でないことを指摘

• ライティングで頻度1の単語の割合は約30％程度
→一定の単語を繰り返し使う傾向がある

→トピックにもよるが学習者が頻繁に使うが教科書には十分に出現しない語がある
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